
「広島神楽」定期公演へようこそ！

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

※演目が変更になりました。あらかじめご了承ください。

【
出
演
】

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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源 頼 光
坂田 金 時
紅 葉 姫

素戔 嗚 尊
足 名 椎
手 名 椎
奇 稲 田 姫

・・・
・・・
・・・

酒 呑 童子
茨 木 童子
唐熊童子  

高 田  春 二
上 田  康 夫
佐々木  孝男
大 石  克 彦

花 升  隆 宏
佐々木  天斗
伊 藤  達 郎

佐 藤  修 作
小 川  徹
沖  貴 雄

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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・・・
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大 蛇
大 蛇
大 蛇

・・・
・・・

大 蛇
大 蛇

佐 藤  修 作
上 田  康 夫
高 田  春 二
下 梶  憲 昭

伊 藤  達 郎
大 石  克 彦
佐々木  孝男
河 野  弘 美

小 川  徹
打 田  貴 義
花 升  隆 宏

沖  貴 雄
佐々木  天斗

【
出
演
】

一条天皇の御代、丹波の国の大江山に酒呑童子という悪鬼が、多くの手下を従えて立て籠もり、都はもとより付近一帯の村里に出
没し領民を苦しめるので、時の帝は、杜氏、都の警備の任に当たっていた武勇の誉れ高い源頼光等に征伐を命じられました。
そこで源頼光は、渡辺綱、坂田金時、碓井貞光、卜部季武など四天王の面 と々、山伏修験者に変装して大江山に向かいます。
　日ごろより信仰する住吉大明神に祈願のため立ち寄り、不思議な御神酒を授かります。
　山中で都よりさらわれた紅葉姫に出くわし、岩屋へと案内をさせて、酒呑童子と酒宴をはかり、油断に乗じてこれを鎮圧すると
いう物語です。

第一幕『大江山』（おおえやま）

　天照大神の弟、須佐之男命が出雲の国に降りられ、斐の川の上流に辿り着くと、老夫婦が姫を中に置き嘆き悲しんでいました。
命がその訳を聞くと八人いた姫を八岐の大蛇という大蛇が一年に一人ずつ奪っていき、残ったこの姫ももうじき捕まえられる時期
となり、嘆き悲しんでいると聞き、命は老夫婦に酒を用意させ大蛇に酒を呑ませて酔ったところを退治すると約束をします。
　酒を準備すると、八岐の大蛇が現れ酒を呑み酔い眠るところを大格闘の末、命は見事八岐の大蛇を退治するという物語です。

第二幕『八岐の大蛇』（やまたのおろち）

龍南神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　豊平の名峰・龍頭山にある”駒が瀧（たき）”の南側の地域を瀧南（りゅうなん）と言います。当神楽団は、この地域にある都
志見地区の神楽団です。嘉永6年に作ったとされる台本が残されていますので160年前には、当地域には神楽があったことに
なります。その古い伝統独自の神楽を次代に継承、守り続けておりますが、過疎高齢化の為、後継者不足に悩んでいます。

りゅうなんかぐらだん


